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気持ち新たに！ 

 

 

 

 

 
【児童代表 Ｋ．Ａさん】  【中学１年代表 Ｕ．Ｈさん】 

 

 

 

 

 

 

 

【中学２年代表 Ａ．Ｈさん】  【中学３年代表 Ｈ．Ｒさん】 

１月８日（木）の始業式で，代表児童・生徒が，

冬休みを振り返り，「勉強時間が目標に届かない日

があった」や「早寝早起きができなかったこと」，

「家の手伝いを普段より多く出来た」など反省点や

良かった点等を述べました。また，３学期の目標と

して「計画的に学習していく」，「他人を傷つけな

いよう言葉使いに気をつける」と決意を発表しまし

た。４名の代表児童・生徒の中から，児童代表のK..A 

さんの作文を一部抜粋して紹介します。 

 僕は，3 学期になって頑張りたいことが２つあります。1 つ

目は勉強です。４年生になってテストで百点を取れることが

多くなりました。だから 3 学期も先生の話をちゃんと聞いて

発表をたくさんし，宿題も毎日出して，テストで百点を取りた

いです。2 つ目は言葉遣いです。言葉遣いに気をつけて，みん

なが楽しく過ごせるクラスにしたいと思います。 

 ３学期は，1 年間のまとめの学期です。自分の行動に責任を

もち，当たり前のことが当たり前にできるようになりたいで

す。1 日１日を大切にし，友だちと協力しながら成長していき

たいです。 

  

 

「有終の美」を目指して 

校長 本田 聡  

新年を迎え，中学校の卒業式まであと２か月，小学校の
卒業式，修了式まであと２か月半となりました。特に，中学
３年生は，目前に高校入試を控え，学校生活もやや慌ただ
しく感じられます。昔から，「１月はいく，２月はにげる，３月
はさる」と言われているように，ぼうっとしていると，あっと
いう間に月日は過ぎ去ってしまいそうです。そうならないよ
うに，学校では，３学期を１年間の総まとめと新年度の準
備の学期と位置付けています。今年度の最後をきちんと
締めくくり，有終の美を飾りたいものです。 
「有終の美」とは，中国で最も古い詩集の中にある「初
め有らざるなし よく終わり有る鮮（すくな）し」という言葉
が語源と言われているそうです。つまり，「初めは，誰もが
計画を立てて一生懸命にがんばるが，それを最後までや
り遂げる人は少ない」という意味です。 
子どもたちは，今年度始め，新しい学年に進級したと
き，学習や学校生活等で新たな目標を各自が立てまし
た。今，その目標にどれだけ近づいているでしょうか。また，
達成できているでしょうか。 
ただ，達成できていないからといって，あきらめる必要は
ありません。大人の私たちだって目標や計画を１００％達
成できる人はそうはいないでしょう。しかし，子どもたちに
は，自分で立てた目標や計画の実現に向けて，最後まで
全力で取り組み，努力を続けてほしいと願っています。たと
え１００％達成できなくても，あきらめずに最後までやろうと
する気持ちや努力が，次に何かに取り組む時の力になり，
次の目標達成に向かう原動力になるに違いありません。 
それから，もう１つ。みなさんはホンダという自動車会社
をご存じでしょう。今や自動車だけでなくバイクや航空機
まで作っている会社です。ホンダの創業者である本田宗
一郎氏は，「良い製品はきれいな職場から生まれる」と言
って，工場の作業着を白色に決めたそうです。１９５２年の
ことですから今から７０年以上前のことです。普通に考え
れば，汚れが目立ちにくい色を選びそうですが，わざわざ
汚れが目立つ白を選んでいます。でも，だからこそ工場で
働く人は作業着を汚さないように気を付け，そのうちに機
械本体も汚さないように気を付けるようになったと言われ
ています。今でもホンダの作業着は白色です。 
汚い教室では，豊かな学びは創れません。汚い学校で
は優しい心は育ちません。 
年の初めの１月，気持ちを新たに全児童・全生徒で「有
終の美」を目指して目標達成に取り組み，教育環境の整
備を進めていきます。教職員は，そのよき伴走者を務めま
す。保護者や地域の方々にはその姿を励まし，応援し続け
ていただけるとありがたいです。 
【参考】「詩経」大雅・蕩 

HONDA公式HP「Hondaフィロソフィー」 

  

 

活動紹介      

 ☆ブログ随時更新中    〈小学校〉 〈中学校〉 

学校での生徒の様子や  

学校だより，部活動の日 

程等，掲載しています。 

ぜひ御覧ください。 

 

 

 

 

 



待望の遊具が完成しました 
１２月中旬，子どもたちが待ちに待った遊具が中庭に完

成しました。現在地に移転する際に，旧小学校で遊んでい

たジャングルジムを校庭に移設しましたが，教室から遠く

気軽に遊べる状況ではありませんでした。そこで，「子供

たちが楽しく体を動かせる環境を」ということで，町長さ

んはじめ行政のみなさま，議会のみなさま，佐多地区学校

運営協議会のみなさま，保護者のみなさま，工事に携わっ

てくださったみなさまなどなど，たくさんのご尽力によ

り，設置することができました。設置された今，子供たち

の楽しそうな笑い声が，学校中に響き渡っています。みな

さんありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

３日（火） テスト前部活動停止（～１３日）  
４日（水） 教育相談（～５日）  
６日（金） 新入生説明会   

１０日（火） 学年末テスト（～１３日） 
１３日（金） 避難訓練 
１４日（土） 土曜授業 
２０日（金） 第３回学校保健委員会 
       １．２年授業参観，学級 PTA 
       公立高校入試事前指導（３年） 
２５日（水） 学校納金引き落とし日 
 

２学期学校生活保護者アンケート調査結果（中学校） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜アンケート結果より＞ 
 「学校行事に積極的に参加している」という項目につい

て，１学期同様，三者ともに高く，佐多の子どもたちの素

直さや協力して物事をやりきろうとする姿勢を感じまし

た。項目３．４．７については，三者で評価に差があるた

め，この結果を真摯に受け止め，子どもたちが安全で楽し

い学校生活が送れるよう努めていきたい。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

その他の活動等紹介（中学校） 

２月の行事予定【小学校】     

７日（土）～１１日（水） 
セーブメディアウィーク 

１１日（水） 建国記念の日 
１４日（土）  土曜授業 

（学習発表会，なわとび大会） 
１９日（木） クラブ活動 
２０日（金） 第３回学校保健員会，学級 PTA 
        家庭教育学級 

２月の行事予定【中学校】            

その他の活動等紹介（小学校） 

鹿児島学力・学習状況調査 

１月１５日（木）・１６日（金），２０日（火）・２

１日（水）のそれぞれ２日間，１・２年生を対象に，鹿

児島学力・学習状況調査を実施しました。昨年度からタ

ブレットを操作し，回答する方法に変わりました。調査

の様子を見ると，どの生徒も操作に不慣れな様子もなく，

取り組んでいました。この調査では，現時点で身に付け

ておきたい学力（知識や思考力等）の状況を知り，今後

の学習活動に生かしていくこと。また，学習に関する意

識や学び方等の学習状況を把握（１１月実施済み）する

ことです。後日調査結果が出されますが，その結果を基

に自分自身の学習活動に生かしていきましょう。 

２学期学校生活保護者アンケート調査結果（小学校） 

 
＜アンケート結果より＞ 
 学校行事に積極的に参加する姿勢は，佐多っ子の良さで

す。今後も頑張りを認め，自己肯定感を高める指導に心が

けます。いじめのない学校づくりや親身になって対応の項

目が，教職員と比較して保護者や児童が低くなっています。

学校としての指導や対応の仕方が，心に届いていないため

と考えます。児童が相談しやすい雰囲気をつくること，児

童の立場で考えること，チーム学校として対応することな

どを職員で再確認し，今後指導にあたります。 

保護者 児童 教職員

1 挨拶ができ、公共のルールやマナーを守る生徒を育てようとしている。 3.3 3.7 3.0

2 いじめや暴力のない学校をつくろうとしている。 3.1 3.3 3.8

3 児童・生徒の学習能力や意欲･努力を公平･適切に評価している。 3.3 3.3 3.3

4 共通理解・共通実践の元，生徒指導ができている。 3.3 3.3 2.8

5 児童・生徒が分かりやすい授業に努めている。 3.4 3.4 2.8

6 児童・生徒を理解するために，親身になって対応している。 3.3 2.9 3.3

7 児童・生徒は、学校に楽しく通学【登校】していると思う。 3.2 3.0 3.2

8 児童・生徒は、運動会など学校行事に意欲的に参加していると思う。 3.6 3.7 3.5

9 子どもたちと一緒に食事を摂ることを心がけている。 3.8

10 日頃から親子の対話をするように心がけている。 3.7

評　価　項　目


